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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月20日(2013.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のストレスタンパク質とポリペプチドとの間で形成される標的ストレスタンパク質
複合体の精製方法であって、
　（ｉ）前記標的ストレスタンパク質複合体を含む供給源混合物を準備する工程と、
　（ｉｉ）前記標的ストレスタンパク質複合体の等電点（ｐＩ）を決定する工程と、
　（ｉｉｉ）前記ストレスタンパク質複合体を含む前記供給源混合物から、浄化された細
胞可溶化液を調製する工程と、
　（ｉｖ）前記細胞可溶化液を、イオン交換を使用する精製にかける工程であって、前記
細胞可溶化液は、少なくとも１つの二価の陽イオンを含む一次バッファーを用いて、前記
標的ストレスタンパク質複合体のｐＩの２単位以内のｐＨまで緩衝化され、前記標的スト
レスタンパク質複合体の混合物を溶出するために塩勾配を与える二次バッファーが使用さ
れる工程と、
を含む方法。
【請求項２】
　溶出される前記標的ストレスタンパク質複合体は、異なるストレスタンパク質のクラス
の複数のストレスタンパク質を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　工程（ｉｖ）の前記一次バッファーは、アデノシン二リン酸をさらに含む、請求項１ま
たは請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記アデノシン二リン酸は、０．１ｍＭ～１００ｍＭの濃度で与えられ、前記二価の陽
イオンは、０．１ｍＭ～１００ｍＭの濃度で与えられる、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの二価の陽イオンはマグネシウム塩および／またはマンガン塩を含
む、請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記一次バッファーは、アデノシン三リン酸（ＡＴＰ）、ＡＴＰアーゼおよび／または
カリウムまたはカリウム塩のうちの少なくとも１つを欠く、請求項１から請求項５のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記一次バッファーは、カオトロープ、界面活性剤、尿素または両性電解質を含まない
、請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記標的ストレスタンパク質複合体は、４．５～６．５のｐＩを有する複合体を含む分
画として溶出される、請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記標的タンパク質複合体の前記ポリペプチドは、典型的に感染症を引き起こす病原生
物に由来する、請求項１から請求項８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれか１項に記載の方法によって得られる精製された標的ス
トレスタンパク質複合体を含む溶出物分画または可溶化液を含むワクチン組成物。
【請求項１１】
　感染症または癌性状態または悪性状態の処置のためのワクチン組成物の調製における、
請求項１から請求項９のいずれか１項に記載の方法によって得られる精製された標的スト
レスタンパク質複合体の使用。
【請求項１２】
　イオン交換を使用するタンパク質複合体の精製における使用のためのバッファー溶液で
あって、前記バッファー溶液は、少なくとも１つの二価の陽イオンを含み、前記バッファ
ー溶液は、アデノシン三リン酸（ＡＴＰ）、ＡＴＰアーゼ、カリウム、またはカリウム塩
、カオトロープ、両性電解質および界面活性剤のうちの少なくとも１つを欠く、バッファ
ー溶液。
【請求項１３】
　前記バッファー溶液は、アデノシン二リン酸をさらに含む、請求項１２に記載のバッフ
ァー溶液。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの二価の陽イオンはマグネシウム塩および／またはマンガン塩を含
む、請求項１２または請求項１３に記載のバッファー溶液。
【請求項１５】
　前記バッファー溶液は、ＨＥＰＥＳ（４－（２－ヒドロキシエチル）－１－ピペラジン
エタンスルホン酸）をさらに含む、請求項１２から請求項１４のいずれか１項に記載のバ
ッファー溶液。
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